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●
豊
島
区
防
災
災
害
対
策
基
金
条
例

問　

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
及
び

復
旧
等
に
要
す
る
経
費
に
充
当
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
継
続
し
て

実
施
す
る
事
業
に
も
充
当
す
る
の
か
。

答　

安
定
的
に
施
策
を
実
施
す
る
た

め
に
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
い
く
。

問　

今
後
首
都
直
下
型
地
震
が
起

こ
っ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
経
費
に

充
当
す
る
か
、
ど
の
程
度
の
積
立
金

額
が
必
要
か
。
現
時
点
で
の
考
え
は
。

答　

被
害
想
定
は
あ
る
が
、
被
害
額

の
想
定
は
難
し
い
。
財
政
状
況
に
応

じ
て
可
能
な
限
り
積
み
立
て
る
。
積

立
計
画
は
今
後
検
討
す
る
。

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

問　

大
塚
駅
北
口
の
駅
前
の
都
道
を

区
に
移
管
し
て
区
道
路
線
と
認
定
す

る
こ
と
に
よ
る
今
後
の
整
備
工
事
計

画
へ
の
利
点
は
な
に
か
。

答　

区
が
直
接
に
地
域
の
皆
様
の
要

望
を
道
路
づ
く
り
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
生
か
せ
る
。

問　

今
回
認
定
す
る
路
線
と
と
も
に

現
在
駅
前
通
路
や
道
路
な
ど
と
し
て

使
用
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
の
土
地
が
あ
る
。

他
に
同
様
な
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答　

巣
鴨
駅
や
池
袋
駅
西
口
な
ど
に

も
同
様
な
も
の
が
あ
り
、
道
路
の
状

況
で
使
用
し
て
い
る
。

●
豊
島
区
地
域
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例

問　

登
録
団
体
の
利
用
に
つ
い
て
は

日
曜
・
祝
日
も
可
能
だ
が
、
総
合
案

内
が
い
な
い
時
間
帯
の
入
室
方
法
は
。

答　

１
階
で
鍵
を
借
り
て
入
室
可
能
。

●
豊
島
区
立
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
条

例問　

利
用
料
に
つ
い
て
は
。

答　

施
設
の
利
用
自
体
は
無
料
だ
が
、

講
座
に
よ
っ
て
は
有
料
の
講
座
も
あ

る
た
め
、
開
設
ま
で
に
周
知
を
図
る
。

問　

和
室
の
使
用
方
法
は
。

答　

機
能
訓
練
の
講
座
等
を
検
討
中
。

●
と
し
ま
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ

ス
条
例

問　

オ
フ
ィ
ス
を
利
用
で
き
る
人
は
。

答　

区
内
で
創
業
し
よ
う
と
す
る
方
、

又
は
創
業
後
３
年
以
内
の
方
で
あ
る
。

ま
た
利
用
期
間
終
了
後
、
区
内
で
引

き
続
き
事
業
を
行
う
意
思
が
あ
る
方
。

●
豊
島
区
立
子
ど
も
ス
キ
ッ
プ
条
例

（
一
部
改
正
）

問　

同
じ
敷
地
同
じ
建
物
に
あ
り
、

学
校
教
育
と
ス
キ
ッ
プ
の
違
い
は
。

答　

ス
キ
ッ
プ
は
、
放
課
後
等
に
子

ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
遊
ぶ
場
で
あ

り
、
子
ど
も
の
居
場
所
で
あ
る
。

●
区
議
会
だ
よ
り
の
全
戸
配
布

問　

臨
時
会
号
に
つ
い
て
は
、
今
回

広
報
編
集
委
員
会
で
全
戸
配
布
を
決

定
し
、
拡
充
し
た
が
、
定
例
会
号
は
。

答　

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
世
帯

に
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
広
報
と
し
ま

と
同
様
、
個
別
配
付
し
て
い
る
。

　
　

夜
間
で
も
福
祉
専
門
職
員
が
い

る
の
で
、
十
分
対
応
が
可
能
。

●
子
ど
も
の
虐
待
・
貧
困
対
策

問　

33
年
度
の
児
童
相
談
所
開
設
に

向
け
て
、
職
員
の
人
材
育
成
は
。

答　

区
職
員
を
都
の
児
童
相
談
所
に

数
名
派
遣
し
経
験
を
積
ま
せ
る
な
ど

開
設
に
向
け
た
体
制
を
整
え
て
い
る
。

議
を
設
置
し
横
断
的
な
取
組
を
図
る
。

大
切
に
し
て
い
く
。

●
旧
第
十
中
学
校
跡
地
の
活
用

問　

野
外
運
動
施
設
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
活
用
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答　

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
多

目
的
な
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
防
災
訓
練
に
つ
い
て

問　

防
災
訓
練
の
回
数
が
増
え
て
い

る
が
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を
受
け
て
、

内
容
も
変
わ
っ
た
の
か
。

答　

総
合
防
災
訓
練
に
向
け
た
機
能

的
な
訓
練
の
積
み
上
げ
を
増
や
し
て

い
る
。

●
豊
島
区
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業

問　

事
業
の
概
要
は
。

答　

都
の
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業

の
承
認
決
定
を
受
け
た
本
区
の
夫
婦

に
対
し
、
29
年
度
よ
り
当
事
業
に
上

乗
せ
す
る
形
で
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
治
療
費
の
一
部
を
助
成
。

問　

受
付
開
始
が
７
月
の
理
由
は
。

答　

29
年
４
月
１
日
以
降
に
治
療
が

終
了
し
、
都
事
業
に
申
請
、
承
認
決

定
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
要
件
の
一

つ
。
通
常
、
申
請
か
ら
決
定
に
２
〜

３
か
月
要
す
る
た
め
７
月
と
し
た
。

●
池
袋
駅
地
区
案
内
サ
イ
ン
整
備
事

業
経
費

問　

外
国
人
向
け
の
対
応
は
。

答　

池
袋
の
地
下
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
で
５
か
国
語
の
地
図
を
表
示
で

き
る
機
器
を
３
台
設
置
し
て
い
る
。

サ
イ
ン
の
統
一
も
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
外
国
人
へ

も
対
応
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
。

●
保
険
料
収
納
に
つ
い
て

問　

区
の
現
年
分
保
険
料
収
納
率
は

23
区
中
最
低
水
準
。
対
策
は
。

答　

外
国
語
対
応
可
能
な
非
常
勤
職

員
を
配
置
。
外
国
人
に
も
丁
寧
に
説

明
し
、
制
度
理
解
と
保
険
料
納
付
を

働
き
か
け
る
。
ま
た
、
収
納
方
法
の

多
角
化
と
、
よ
り
納
め
や
す
い
仕
組

み
の
構
築
に
努
め
る
。

●
豊
島
区
無
電
柱
化
事
業
経
費

問　

昨
年
末
に
無
電
柱
化
推
進
法
が

成
立
し
た
が
、
区
の
取
組
は
。

答　

現
在
、
都
市
計
画
道
路
補
助
173

号
線
で
進
め
て
い
る
が
、
区
道
に
多

い
広
幅
員
で
な
い
道
路
に
つ
い
て
も
、

学
習
院
椿
の
坂
や
巣
鴨
地
蔵
通
り
で

実
現
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

都
の
新
た
な
補
助
制
度
の
活
用
を
模

索
し
て
い
き
た
い
。

●
保
険
料
軽
減
特
例
の
見
直
し

問　

特
例
廃
止
で
被
扶
養
者
の
保
険

料
負
担
は
さ
ら
に
増
す
。
緩
和
策
は
。

答　

一
部
の
特
例
が
３
年
間
で
段
階

的
に
廃
止
さ
れ
る
が
、
都
独
自
の
負

担
軽
減
策
は
29
年
度
も
維
持
さ
れ
る
。

●
認
知
症
カ
フ
ェ
登
録
事
業

問　

利
用
対
象
者
と
設
置
目
的
は
。

答　

認
知
症
の
方
ご
本
人
や
ご
家
族
、

地
域
の
方
や
専
門
職
が
気
軽
に
交
流

し
、
情
報
交
換
や
相
談
で
き
る
場
所

と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

●
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
事
業
経
費

問　

区
民
向
け
講
座
の
実
施
予
定
は
。

答　

29
年
度
も
女
子
栄
養
大
学
で
、

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
設
け
、
数
回
講

座
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　

関
係
部
署
が
多
岐
に
わ
た
る
。

区
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

12
人
の
課
長
か
ら
な
る
調
整
会

●
道
徳
・
英
語
の
教
材
支
援
事
業

問　

英
語
教
育
の
充
実
と
並
行
し
て
、

国
語
教
育
の
重
要
性
も
見
直
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
も
、

言
語
能
力
を
育
成
す
る
と
い
う
点
で

の
国
語
教
育
は
重
要
で
あ
り
、
英
語

教
育
の
充
実
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

●
高
齢
者
施
設
安
心
設
備
設
置
助
成

事
業

問　

助
成
の
内
容
は
。

答　

24
時
間
誰
で
も
利
用
可
能
な
Ａ

Ｅ
Ｄ
や
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
防
犯
対
策

設
備
の
設
置
費
用
の
助
成
。

問　

夜
間
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
の
場

合
、
高
齢
者
施
設
等
の
職
員
体
制
は
。

●
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
事
業

問　

平
成
29
年
度
に
実
施
す
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
に
は
何
が
あ
る
か
。

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
向
の
あ
る
方

に
、
と
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
応
援
団
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
、
競
技
者
の
サ
ポ

ー
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
等
参
加

で
き
る
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

＆
Ａ

Ｑ

常
任
委
員
会

 

開
会
日　

 

２
月
24
日
（
金
）・
28

日
（
火
）

案　

件　

 

議
案
13
件
・
請
願
１
件
・

報
告
３
件

  

総
務
委
員
会

 

開
会
日　

 

２
月
24
日
（
金
）・
28
日

（
火
）・
３
月
２
日
（
木
）

案　

件　

 

議
案
８
件
・
陳
情
２
件
・

報
告
12
件
等

  

区
民
厚
生
委
員
会

 

開
会
日　

 

２
月
27
日
（
月
）・
３

月
１
日
（
水
）

案　

件　

議
案
１
件
・
請
願
１
件
・

　
　
　
　

陳
情
４
件
・
報
告
２
件
等

  

都
市
整
備
委
員
会

 

開
会
日　

 

２
月
27
日
（
月
）・
３

月
１
日
（
水
）

案　

件　

 

議
案
４
件
・
報
告
13
件

等

  

子
ど
も
文
教
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

　

２
月
17
日
の
本
会
議
に
て
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
等
４
会
計
予
算
を
審
査

す
る
た
め
、
18
名
の
委
員
か
ら
な
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

９
日
間
に
わ
た
る
質
疑
を
行
い
、
最
終
日
の
３
月
22
日
に
は
、
会
派
等
ご
と

の
意
見
表
明(

要
旨
は
８
面)

後
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
・
国
民

健
康
保
険
事
業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
・
介
護
保
険
事
業
会
計
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
質
疑
内
容
等
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

　

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
　

◎
木
下
　
　
広
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

○
藤
本
き
ん
じ
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

石
川
　
大
我
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

池
田
　
裕
一
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

有
里
　
真
穂
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

村
上

　
典
子

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

清
水
み
ち
こ

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

根
岸

　
光
洋

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

辻
　
　
　
薫
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　
細
川

　
正
博

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

磯
　
　
一
昭

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

小
林
ひ
ろ
み
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

高
橋
佳
代
子
　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

本
橋

　
弘
隆

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

竹
下
ひ
ろ
み

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

吉
村

　
辰
明

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

山
口

　
菊
子

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

　

垣
内

　
信
行

　（ 

　
　
　
　
　
　
　
　 

）

予
算
特
別
委
員
会
委
員
名
簿

公

明

党

民

主

ネ

ッ

ト

社

民

党

自
民
党
豊
島
区
議
団

自
民
党
豊
島
区
議
団

民

主

ネ

ッ

ト

日

本

共

産

党

公

明

党

公

明

党

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
と
し
ま

自
民
党
豊
島
区
議
団

日

本

共

産

党

公

明

党

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
と
し
ま

自
民
党
豊
島
区
議
団

自
民
党
豊
島
区
議
団

民

主

ネ

ッ

ト

日

本

共

産

党

答答

※11 アジアヘッドクォーター特区…アジア地域の業務統括拠点や研究開発拠点のより一層の集積を目指し、国際戦略総合特区を活用して新たな外国企業を誘致するプロジェクト。　※12 コミュニティスクール…｢学校運営協議
会｣ を設置している学校のことであり、どのような子供たちを育てるのか、何を実現していくのかという目標やビジョンを地域住民・保護者と共有し、地域と一体となって子供たちを育む学校のこと。


